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＠画面概要(About App)

メイン画面

①制御ボタン
・認証…XAPIを使用するための認可を行なう。
・取消…認証した際のトークンを取り消す。
・リフレッシュ…認証した際のトークンを新しくする。

認証した後は、トークンを利用できる時間が決められているため。
・Bot起動…1回目のボタンで起動、2回目のボタンで停止します。
・設定…Botの動作を設定できます。

②WebView
BokenがXAPIを利用するための認可をX(Twitterで行なう。

③コンソール
Bokenの動作履歴をトレースします。
赤文字は異常なのでリフレッシュするか、アプリの再起動が必要。

①

②

③



＠画面概要(About App)

メイン画面(続き)

①すでに認可済みの場合は、認証の必要はありません、
　そのまま、Bot起動の操作が可能です。

①



＠画面概要(About App)

設定画面

①認可する時のWebで表示するURL(基本、変更不要。)
③～⑦X Developer Portalで登録した項目を入力して下さい。
⑧Botで呟く内容を入力して下さい。
⑨Botが呟き続けるタイマー(最低0秒
⑩「Botの呟き」で登録された呟きをX(Twitterにポストする時のNo
⑪更新ボタンを押さないと、①～⑩はアプリの動作に反映されません。
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＠画面概要(About App)

設定画面(続き)

②認可及びトークンリフレッシュ時にBokenで
応答を受けるためのURL。
(X Developerに登録したのと同じURLにして下さい。)

②


